物性理論グループ by 宗田 敏雄 et al.
物性理論グループ







教授  宗田敏雄、高田慧、久保健、押山淳、高山一（併任）  
助教授  有光敏彦  
講師  田上由糸己子、平島大  
助事  大橋洋士  
準研究員  斎藤健、中村統太（転出）  
学振特別研究員 桃井勉  
大学院生  12名  
【1】非平衡系の統計物理（有光敏彦，斎藤健）［論文1－3、講演1，2，4，5，8，9，11，13－17、  
紀要等1，4，5，7－10］   
「量子コヒーレンスと散逸」に関わる問題は，量子光学の分野ばかりでなく巨視的量子現象  













































が一般的なモデルについて厳密に議論できたのは、初めてである。   
【4】 量子スピン系の理論的研究   





野健一豊田工業大学助教授、院生坂本晴美との共同研究）   
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（院生成島毅との共同研究）   
【5】 強相関電子系の理論的研究   









ことを見出した。（院生武藤哲也との共同研究）   








た。（院生武藤哲也、高橋英昭との共同研究）   
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している。（院生坂本晴美との共同研究）   
【6】 高温超伝導体の研究   
（1）超伝導体中におけるMidGapState（大橋、高田）【論文16、講演32】   
異方的、非等方的超伝導体中における束縛状態（MidGapState）発生に関する一般条件を理  
論的に解明、この束縛状態の波動関数の→般解を導出した。 更に、界面における障壁等による  
束縛状態問の混成により、MidGapStateが如何に消失するかを示し、今まで独立に議論されて  
きたMidGapStateが統一的に理解されることを明らかにした。   
（2）異方的超伝導における近接効果（大橋）【論文17、講演32－34】  
d波対称性が期待される酸化物超伝導を念頭におき、d波超伝導（S）に正常金属（N）を  
接触させた場合の近接効果を、秩序パラメータの空間変化をも考慮して議論した。 結果、接合  
面の向きによっては、d波超伝導の近接効果により、N側に対称性の異なるs波超伝導が誘起さ  
れることを示した。 また、誘起される超伝導がd彼超伝導と同じ位相を持つ事を示し、異なる  
対称性を持つ超伝導体間でも、ペアー振幅の変形によりJosepbsonco叩肋gが存在することを明  
らかにした。   
（3）d波超伝導体中における不純物周囲の秩序パラメータの空間変化（大橋）［論文3］  
2次元d波超伝導体中における非磁性不純物効果を有限サイズの系において研究、不純物周  
囲の秩序パラメータの状況、不純物に局在した低励起状態の存在を解明した。 特に後者に閲し、  
局在状態が秩序パラメータのノード方向に広がっていることを示し、d波超伝導では不純物濃度  
が低くとも局在状態は干渉しあい、独立に扱えないことを明らかにした。 この結果はNMRの  
実験結果とも一致するものである。（大阪大学基礎工学部三宅研究室との共同研究）   
（4）超伝導体中における集団励起、とくにCaノrlson－Goldmanモードの研究（大橋、高田）  
【論文準備刊   
超伝導状態下において観測されるCo11ectiveMode（Carlso刀トGoldmanMode、PhasonMode）  
を、クーパーペア帯磁率を数値的に計算することで求めた。 これにより、従来の近似理論の結果  
が定性的にも、定量的にも正しくないことを明らかにした。 更に、不純物効果についても、今  
までの理論で脱落していた部分を正しく取り扱い、集団励起への影響を調べた。   
（5）自発表面電流に関するBlocもの定理の拡張に関する研究（大橋）【論文準備刊  
Blocllの定理を超伝導系に拡張、近年、d波超伝導表面において存在の可能性が指摘されて  
いる自発表面電流が存在し得ない事を理論的に証明した。 更に、この定理を自発磁場が存在す  
る場合にも適用できるようにした。（日本学術振興会特別研究員、桃井勉氏との共同研究）  
58一   
【7】 コンプレックス系の統計物理学的研究   
（1） 3次元±Jイジングスピングラスの⊂グリフィス相，におけるスロー・ダイナミックス  











グラスの固有な、かつ、一般的な性質であると考えられる。   


































法よりも圧倒的に短くてすむことがわかった。   









の模型がスピングラス相も強磁性と反強磁性の共存相もないことを強く示唆する。   









均場理論で記述できるかどうかを判定する基準となるものであり、重要な結果である。   
【8】 第一原理からの全エネルギー・電子構造理論  
平成7年9月より押山が着任し、標記研究テーマによる物性物理、物質科学の研究をスター  
トした。以下に上半期の成果も含めて報告する。   
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が重要であることを示した。   






























try”，J・StatL Phys．85（1996）tobep－1blished・  
-- Fil 
8．KennK11boa皿dTbtaNakam11ra＝”StroILglyfrustratedq11ant11mSphsystems”，in”Com－   
ptltationa1PhysicsasaNewFlontierinCondel］SedMatterResearch”，ed，fl．T嵐kayama   
etal，，PhysicalSocietyof．Japan，Tbkyo198－207（1995）■   
9．TbtaⅣakam11ra andI（eIln Xuboニ”ElerコentaryeXCjtatio丑S jH丑e△cもain”，Pもysical   
Review，B536393－6400（1996）．   
10．KezlnKuboaIldXeD－ichiOhwi；”ExistenceofLROjIltlleFtustratedXXZModelonthe   
Sq11areLattice”，Jo11rnalofPllySicalSocietyofJapan，65732－735（1996）・   
11，TbtaNakamuraandSatoshiTalada，“RelaxationoffrtlStrationandgapenhancementby   
thelatticedistortioninthe△chain”PhysicsLetters（1996），  
12．T．Nar11Shima，T．Nakamuraand S．Takada：“NumericalSt11dy on the Gro11nd－State   
PhaseDiagramoftheS＝1／2XXZLadderModel”，J・Phys・Soc・Jpn・644322－4330   
（1995）・  
13．T．M11tO11andD．S．Hirashima：”GapFormationintheSymmetricAndersonModelin   
In且niteDiTnenSions・ⅠⅠ”，J・Phys，Soc・Jpn・644799（1995）・   
14．T．M11tO11andD．S．Hirashima：”EnhancementoftheMagneticSusceptibilityofaPeriodic   
AndersonModel．”，J．Phys．Soc．Jpn・65369（1996）．   
15．T，A．Kaplan，S，D．Mahanti，YeIトShengS11and K．Kubo：”OnPerturbationTheoryfor   
the3－BandModelofCuprates”，論文投稿中  
16．Y．OhashiandS．Thkada：”Uni鮎dDescriptionoftheMidGapStateinhhomogeneous   
S11PerCOnd11CtOrS．”，コ．Phys．Soc・Jpn・65246－254（1996）・   
17．Y．Ohashi：”UzluSualProximityE鮪ctofd－Ⅵ7aveS11PerCOnductivity．”，J．Phys．Soc．Jp丑．   
65（1996）No・3inpress・   
18．Y．Onishi，Y．0王1aShi，Y．Shingakj andK．Miyake：”ResonanceStateLocalized aro11nd   
NonmagIleticImp11ritywithUnitarityScatterlnginTwo－Dimensionald－WaveSuperCOn－   
d11CtOr．”，コ．Phys．Soc．Jpn．65（1996）No．3inpress．   
19．H．TakayamaandT・Komori：tOapPearinIntern，J・ModerL Phys，C（Proc・Oftlle   
US－JapanBilateralSeminaron‘New升印′dsinComputorSmulationoJ郎inSystems”）L   
20．H．TakayamaandH．Yosllino：J・PhysL Soc．Jpn・642766（1995），   
21，T．Komori，K．Huk11SIlimaandH．Takayama：J・PllyS．Soc．Jpn，644418（1995）．   
22．Il．Yoshino：J．Phys．A‥Math・Gen・291421（1996）・   
23．H．Yosl山10：Sl工bmittedtoJ．Pbys．Aニ九ヰatb．Ge丑．   
24．K，H11hshimaandK・Nemoto：tOappearinJ・Phys・Soc・Jpn・65（1996）・   
25．K，Huhshima，H．TakayamaandK・Nernoto：tOapPearinIntern・J・Moder・Phys・C   
（Proc．oftheUS－JapanBilateralSeminaron‘New7kndsinCoTTtPutOrSimulationqf   
、こ・・、∴・＝㌧∴  





29．B・D・Yu and A．Oslliyama，“StruCtureS and ReactionsofMissingDimersin Epitaxial  
GTOWthofGeomSi（100）”，Pbys．Rev．B528337－8343（1995）．  








33．押山淳，“薄膜のモフォロジーと原子反応の素過程”日本結晶成長学会誌、23p23－p29（199町   
34．押山淳，“解離吸着機構”塚田捷編「表面における理論」（丸善、1995）p72－82．  
35．A．Oshiyama，“Covalency，Elasticity and Electron Correlationin SiVacancies”，Appl．  
SuTf．Sci．8523瓢45（1995）．  








andMgrHComplexinGaN”，Jpn．コ．Appl．Phys．Lett．（1996）inpress．   
＜学位論文＞  
博士論文   
1．斎藤健：A System ofQuantum Stochastic DifEbrentialEquationsin terms ofNon－  
Eq11ilibrillmThermoFieldDynamics   
2．福島孝治：MonteCarloStudyonPhaseTransitionofIsingSpinGlas8eS   
3．吉野元：AgingE鮎ctofDirectedPObrmerinRandomMedia   
修士論文  
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の年会，1995年3月金沢大学．   
18．本地巧，有光敏彦：“区分線形系のカオス軌道のトポロジー（ⅠⅠ）”日本物理学会春の年会，   
1995年3月金沢大学．   
19．T．Momoi：”SpectralpropertiesoftheonerdimensionalHubbardmodel”，19thInt．Conf．   
StatisticalPhysics，1995年7月31日ⅩiarnenUniversity，China．  
20．桃井勉：「Mermin－Wagnerの定理の量子系基底状態への拡張」日本物理学会、秋の分科会、  
9月29日、大阪府立大学．   
21．K．Xubo：”ExistenceofLROintheFrllStratedXXZModelontheSq11arel」attice”，19th   
Int．Conf．StatisticalPhysics，1995年8月3日ⅩiamenUniversity，China  
22．中村続太、久保健：「△一Cbainの低励起状態と熱力学的振る舞い」日本物理学会、秋の分科   
会、9月27日、大阪府立大学   
23．高野健→、久保健、坂本晴美：「ダイヤモンド型鎖上のスピン系におけるクラスター構造の   
基底状態」日本物理学会、秋の分科会、9月27日、大阪府立大学   
24．久保健：「フラストレーションの非常に強いスピン系」物性研短期研究会、11月16日、   
東京大学物性研究所  
25．武藤哲也、平島大：「対称周期アンダーソンモデルのギャップ形成」科研費重点領域研究   
“強相関伝導系の物理”研究会1995年7月東北大学   
26．武藤哲也、平島大：「対称周期アンダーソン模型のギャップ形成」日本物理学会分科会   
1995年9月大阪府立大学   
27．武藤哲也、平島大：「d＝∞2バンドmlbbaTd模型の電子状態の電子数密度に対する変化」  
同上   
28．武藤哲也、平島大：「2バンドハバードモデルにおける金属絶縁体転移科研費重点領域研   
究“モット転移近傍の異常金属相”研究会1995年10月苗場  
29．武藤哲也、平島大：「2バンドMott－Hubbard系の金属絶縁体転移」日本物理学会第51   
回年会1996年3月金沢大学   
弧高橋英昭、武藤哲也、平島大：「金属絶縁体転移近傍の一電子スペクトル」同上  
31．坂本晴美、久保健：「Flatに近いバンドをもつ一次元ハバードモデルの密度行列繰り込み群   
による解析」日本物理学会、秋の分科会、9月29日、大阪府立大学  
32．大橋 洋士：「異方的超伝導における近接効果」研究会”超伝導対称件と表面、界面、タ  
ンネリング”1996年2月 名古屋大学  
ー65   
33．大橋 洋士：「異方的超伝導における近接効果」 日本物理学会1995年9月 大阪府  
立大   
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発」 超伝導若手春の学校1995年6月 浜松市商工会議所福利研修センター カリ  
アック   
35．高山一：「スピングラスのグリフィス相におけるSlowDynamics」基研研究会「秩序化に   
おける乱れと非線形」1995年5月 基研   
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恥te∫那）1995年8月Hawai（US）．  
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法における相図解析」日本物理学会、1995年9月大阪府立大学   
44．小森達雄、高山－：「3次元ランダムイジングスピン系の緩和」 同上   
45．吉野元：「階層的位相空間における拡散問題とエイジング効果I」 同上   
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47．福島孝治：「3次元土Jイジング模型の相転移」 同上   
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ー66－   
50．吉野元：「階層的位相空間における緩和ダイナミックス」「非平衡系の物理シンポジウ  
ム」1995年12月筑波大学   
51．K．H11kushima，II・TakayamaandK，Nemoto：”ApplicationoftheExchangeMonteCarlo   
Methodtothe3DpmJIsingSpinGlass”，Intern．ⅥbrkshoponRecentDeve）opments   
inComputer SimulationStudies］nCondensedMatterPhysics1996年3月Athens（US）．  
52．吉野元：「階層的位相空間における拡散問題とエイジング効果ⅠI」 日本物理学会1996   
年3月金沢大学   
53．福島孝治、野々村禎彦、尾関之康、高山一：「層状サイトランダム模型の相転移」 同上   
54．押山淳，“半導体表面反応の理論”，日本物理学会第51回年会半導体、表面・界面合同シン   
ポジウム （金沢大学、1996年）．   
55．押山淳，“理論家の立場から”，日本物理学会第51回年会格子欠陥シンポジウム （金沢大   
学、1996年春）．   
56．A．Oshiyama，（invited）“Covalency，Elasticity and Electron Correlationin SiVacan－   
cies”InternationalⅥわrksllOpOnSlow－PositronBeamTbchnologyforSolldsandS11rfaces   
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